
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２１６０２

基盤研究(C)（一般）

2015～2013

シャド－イングと誘出模倣のL2自発発話に対する影響の比較

Effects of shadwoing and elicited imitation on L2 spontaneous speech

３０５３３６２４研究者番号：

金子　恵美子（Kaneko, Emiko）

会津大学・コンピュータ理工学部・教授

研究期間：

２５３７０６３７

平成 年 月 日現在２８   ９ ２３

円     1,800,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、聞いた音声についてすぐに繰り返すシャドーイングと、英文全体を聞き終わっ
てから3秒後に聞いた英文を再構成する誘出模倣という練習法を組み合わせ、これらが、初級英語学習者の自発発話（
準備時間を設けない自由な会話）の構文的複雑さ、正確さ、流暢さに、どのように影響を与えるかを調査した。結果と
して、文章の正確さは変化がなかったが、流暢性は有意に向上した。また、構文は複雑にはならなかったが、文は長く
なった。つまり、これらの練習により、正確さは落とさないまま、長い文章をよりスムーズに発せられるようになり、
スピーキングの練習は必ずしも、コミュニカティブである必要がないことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：This research investigated the effects of shadowing (repeat model audio right 
after it is heard) and elicited imitation (repeat the whole sentence after a three-second pause) on the 
complexity, accuracy and fluency of spontaneous speech of lower intermediate level English learners. The 
results indicate that fluency and sentence length improved significantly while the accuracy remained the 
same. This means that oral practices for beginning level learners do not necessarily have to be 
communicative; practices like these without much interaction can improve fluency and complexity.

研究分野： 第二言語習得、L2スピーキング
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
外国語におけるスピーキング能力向上の

ためには、実際に口頭による練習が不可欠で
あるが、基本的な英語知識がある程度自動化
されていなければ、いわゆる「英会話」の授
業を行うことは現実的に考えて困難で、特に
大学教育の場ではクラスサイズや、学生のモ
ティベーションの問題もあり、更にその効果
は限定されると思われる。強制的に英文の処
理を行い、それを発話するような訓練が必要
と考えられ、シャドーイングと誘出模倣を取
り入れようと考えた。 
シャド－イングは、同時通訳者の訓練の一

部として活用され、また外国語教育において
は、語彙習得、聴解力、発音、流暢さ、プロ
ソディー、音読速度を向上させるという結果
が出ている（シャド－イングの影響のまとめ
は望月(2006)が詳しい）。また、誘出模倣は、
第一言語習得過程の研究で一般的に利用さ
れ、最近では外国語口頭運用能力試験として
の有効性も示唆されている（Ellis, 2005, 2006; 
Ellis, Loewen & Erlam, 2006; Vinter, 2002）。し
かしながら、モデル音声となる英語を聞きな
がらそれを同時に口にするシャド－イング、
並びに、センテンスを聞き終えた後に、同じ
センテンスを再構築して口にする誘出模倣
は、口頭運用能力にも影響を与えるであろう
ことが直感的に予測されるにも関わらず、そ
れを検証した研究は、応募者の知る限り出版
されていなかった。 
本研究者は平成 22 年度から 24 年度の 3 

か年で、シャド－イングと誘出模倣が理系大
学一年生の自発発話に与える影響を調べた。
少しずつ手法を改善しながら行った 5 回の
実験において、自発発話の文章の長さは 5 回
すべての実験において、また流暢さと文章の
構造的複雑さは最初の 1 回を除く 4 回で、
有意な向上が見られた(Kaneko, 2012)。コミュ
ニカティブ・アプローチでは、意志疎通を目
的として、新しく発話をつくり出すことが重
視されるが、シャド－イング、誘出模倣とい
った、むしろメカニカルな練習が、準備をし
ないで発話をつくり出す自発発話に望まし
い影響を与えることは、聞いたものを再利用
する old input の繰り返し(Hulstijn, 2001) 練
習が、L2 スピーキング発達に良い影響を与
えるということを示した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、平成２２年度から２４年度の

３か年で実施された、シャド－イングと誘出
模倣（elicited imitation）の自発発話における
影響の調査結果を受け、更に精密な追跡検証
を行った。つまり、平成 22 年度から 24 年
度の研究では、一定の効果は確認できたもの
の、シャド－イングと誘出模倣をセットにし
て練習を行ったため、発話の流暢さ、複雑さ
を向上させるためにはこの 2 種類の練習を
実施することが不可欠なのか、どちらかだけ
でも効果があるのか、という点において疑問

が生じた。本研究は、シャド－イングのみを
行ったクラス、誘出模倣のみを行ったクラス、
両方を行ったクラスでの、学生の自発発話の
流暢さ、複雑さ、正確さを比較することで、
シャドーイングと誘出模倣の両方を実施し
ないと効果がないのか、どちらかだけでも効
果があるのか、その場合、シャドーイングと
誘出模倣（以下、より外国語学習者に馴染み
のあるディクテーションという言葉を使い
オーラルディクテーション, OD と表記）のど
ちらの方が効果的なのかを調査することを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
３．１参加者 
本実験の参加者は，日本人大学生 48 名で，

全員コンピュータ理工学専攻の 1 年生であっ
た。1 名の TOEIC 未受験者を除く全員の
TOEIC 平均点が 341.8 点であり，初級学習者
と言える。半数の 24 名ずつが別のクラスに
属しており，それぞれをシャドーインググル
ープ(Group S)とオーラルディクテーション
グループ(Group O)とした。2 つのグループ間
で，TOEIC の得点に有意差はなく，（Group S：
M=341.5; Group O: M=342.2; t=.26, df=45, 
p=.78）英語運用能力は同等と思われる。 
 
３．２ 練習方法 
基本推奨科目の英語の授業中に，口頭練

習を行った。練習内容は，シャドーイング
と OD の部分を除き，2 グループ同一であ
った。1 回の練習は 15 分から 20 分程度で，
平成 25 年の 4 月から 7 月にかけて，週に一
度，オリエンテーション，定期試験，外部
講師による特別講義の日を除く 12 回実施
した。最初の授業で，このような口頭練習
を実施する理由，並びに期待される効果を
日本語で説明した。 
 
３．３ データ収集 
平成 25 年 4 月に事前，7 月に事後スピーキン
グテストを実施し，参加者の発話を録音した。
事前・事後テストは，設問がコンピュータス
クリーンに映し出される半直接式テストで，
一問あたりの回答時間は 45 秒間であった。
別途準備時間は与えられなかったため，その
45 秒間で話の内容を考え英文にする必要が
あった。事前事後テストは同じ 5 問の設問で
構成されており，事後テストでは練習効果が
懸念されたが，本研究の目的がシャドーイン
グと OD の効果の比較であるため，シャドー
イング，OD グループの参加者の練習効果は
同等と予測し，事前・事後テストで違うタス
クを使用することによるランダムな影響を
排除することを優先した。テストは CALL 教
室で一斉に実施され，参加者の発話はノイズ
キャンセリング機能付きのマイクで Audacity
を使用して録音した。その後録音音声を書き
起こし，複雑さ，正確さの分析のためタグ付
けを行い，また流暢さの指標を算出するため，



音声分析ソフト，Praat で処理を行った後，目
視で訂正し音声分析を行った。 
 
３．４ 指標 
参加者の発話の複雑さ，正確さ，流暢さを

数値化するために，以下の 6 種類の口頭運用
能力の指標を使用した（表 1）。 

 
表1 複雑さ，正確さ，流暢さの指標 

複雑さ 
Number of pruned words per Analysis of Speech 
(AS)-Unit (Words/AS) 

Number of clauses per AS-Unit (Cl/AS) 

正確さ 

Number of major errors per AS-Unit (MA) 

Number of minor errors per AS-Unit (MI) 

流暢さ 

Number of pruned syllables per second (speech 
rate, SR) 

Phonation-time ratio (PT) 

 
 

４．研究成果 
本研究の参加者のスピーキングにおける

一文は，平均して 7-8 単語から成っているこ
とが分かる。また，Cl/AS の結果が示すよう
に，大雑把に言って二文のうち一文が clause
を伴っている。 
文長を表す Words/AS，構造的複雑さを表す

Cl/AS ともに，OD，シャドーイング練習によ
る有意な変化は、見られなかった（それぞれ，
F(1,46)=.31, p=.58; F(1,46)=.325 p=.57）。有意
差には達していないが，Group S の文長が短
くなっており，複雑さも落ちている。Group O 
は構文的複雑さが，一つの主節につき平均
で.06 従属節分，増加した。 
正確さに関しては、Group O では，事後テ

ストで MA,MI の数が減少しているが，主効
果 は 認めら れ なかっ た （それ ぞ れ ，
F(1,46)=1.90, p=.17; F(1,46)=.91, p=.35）。平均
して三文に一文は major error，半分以上の文
において，minor error があることから，初級
話者の自発発話は，不定詞や動名詞も含まな
いような単文が約半分を占め，7-8 語程度の
センテンスでも，その半数は何らかの間違い
を含み，三文に一文はコミュニケーションに
支障を来すような間違いを含むことがわか
る。 
最後に流暢さであるが、両グループとも，

事後テストの方が SR,PT とも数値が高く，流
暢性が上がったことを示唆する。分散分析の
結果，有意な主効果のみ認められ，OD，シャ
ドーイングはともに，流暢性を高めるには効
果的であった（それぞれ，F(1,46)=11.72, 
p=.001, η 2=.20;  F(1,46)=6.27, p=.016, η

2=.12）。交互作用は見られなかった（それぞ
れ，F(1,46)=.02, p=8.89; F(1,46)=1.45, p=.23）。 
今回の結果から、練習の結果、流暢性が上

がり，多くの内容を同じ時間内（本研究では
45 秒）に伝えることができるようになったが，
文長や構文的複雑さが増すわけではなく，質
的には同じようなセンテンスを多く言える
ようになったと考えられる。 

2 つのグループで違いが見られたのは、有
意差はないものの、正確さであった。Group O
に限っては MI の数が辛うじて有意に減少し
ており（F(1,23)=6.21, p=.020, η2=.21），OD
の練習効果があった可能性がある。シャドー
イングでは音声の直後にリピートするが，OD
では意味を 3 秒間短期記憶に残し，英文を再
構築することが求められた。そうすることで，
既知語を素早くかつ正しく使えるようにな
り，文法的な正しさが向上したのかもしれな
い。また，Group O の方が，事前テストから
MA，MI とも少なかったことから，暗示的文
法知識が多く，効果が出やすい基盤があった
のかもしれない。ただし Monitor できる文法
項目は，minor error のみで，major error も減
少はしてはいるものの，有意差には達しなか
った（F(1,23)=2.39, p=.14）。 
口頭運用能力向上のためには、コミュニカ

ティブな活動が必須という見方が現在の主
流であるが、口頭コミュニケーションが英語
でままならないレベルの学習者には必ずし
もコミュニケーション的な要素は口頭練習
に不可欠ではなく、英語の文章を発する練習
を徹底的に繰り返すことも、特に流暢性向上
のためには効果的であることを本研究は示
唆する。 
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